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Abstract:
This pilot study aims to explore the meanings of “Minjok” and “Kukmin”, both of which are 
translation of “nation” but may take on different meanings from the original word, in use at the 
beginning of the 20th century in Korea employing a collocation analysis. The published writings 
by international Korean students were examined to understand grammatical collocations of 
“Minjok” and “Kukmin”.
The result of the analysis revealed the following features associating with the meanings of 
“Minjok” and “Kukmin”. First, “Kukmin” is subjected not only to state institutions but also the 
administrative bodies of state power and is influential in determining the fate of the nation state. 
“Kukmin” is understood to be the future body created through education and the agent who 
achieves independence of the nation state - “Education” and “independence” grammatically 
collocated only with “Kukmin”. Second, “Minjok” is a body based on ethnic commonality within 
and beyond a nation state. It is not sphere for the operation of state institutions but an agent for 
political actions. It is also implied that “Minjok” came to be perceived as a political agent 
influential in determining the fate of the nation state as Korea began to lose its autonomy because 
of Japanese colonial rule.
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１　はじめに
　韓国では、19世紀末から20世紀初頭の開化期＊1において、近代的な概念を表す多くの漢字語が
日本語から導入された。李漢燮（1985）は、韓国から日本への最初の留学生とされる兪吉濬が記
した『西遊見聞』において、日本語から290の漢字語が受容されたことを明らかにしている。この
時期に受容された漢字語の多くは、現代韓国語でも使用されている。また、社会、国家、国民、
市民、民主主義、国際法といった近代化を果たす上で重要な概念や政治的に重要な概念を表す多
くの語彙も、開化期に受容された。民族も開化期に日本から受容された漢字語の一つである。
　人文・社会科学において重要な概念である民主主義や民族、国民、市民などに関しては、翰林
大学校を中心とした概念史研究のグループが、受容と意味変容のプロセスを調査し、これらの概
念が、韓国内で独特の意味を帯びながら定着していったことを明らかにしている。また、金鳳珍
（2002）による日中韓知識人の万国公法観の研究では、「international law」という語について、中
国語、韓国語及び日本語で万国公法と翻訳されるが、それをめぐる思想が西洋とは異なっている
だけでなく、日本、中国、韓国における解釈もそれぞれ異なっていることが明らかにされている。
つまり、西洋起源の概念を表す同じ漢字語でも、日中韓では、その語が持つイメージや内実が異
なって受容され定着した可能性があるということである。このような異なりは、新しい言葉や概
念を受容し出身社会に紹介した文化運搬者が、その社会の必要性に鑑み、既存の文化と適合させ
ながらその語を解釈したために生じたと考えられる＊2。従って、特定の語彙がどのように解釈され、
受容されたのか、またどのように変容したのか明らかにすることは、その社会や文化の特徴を理
解するのに役立つと考えられる。
　言語学の領域においては、李漢燮（1985）によって開化期における言語接触の結果、日本語か
ら韓国語に受容された漢字語について、どのような語彙が誰によって受容されたのか、初出の文
献は何かといった研究はなされているものの、その意味特性や日本語との違いについては検討さ
れていない。しかし、上で見たように、同じ語を起源とし、同じ漢字語に翻訳された語彙であっ
ても、その内容が異なっているとすれば、同じ言葉を使っていても誤解が生じることがあり得る
だろう。従って、日本語から韓国語に受容された漢字語の中でも特に政治的に重要な語彙に関し
ては、その意味特性を正確に理解する必要があると思われる。
　日本と韓国との間では人的な交流が積み重ねられ、友好的な関係が構築されている。しかし、
その一方で、歴史認識や領土問題などに端を発する反日、反韓の言説も後を絶たない。それらの
言説にはナショナリズムがあるとみなされ、日韓双方がお互いのナショナリズムを批判しあうこ
ともある。しかし、先に述べたように、もし「ナショナリズム」という語に対する解釈が日韓双
方で異なり、意味が共有されていないならば、それに対して議論してもすれ違うばかりである。「ナ
ショナリズム」に対する共通認識を持てばこそ、それを克服することも可能になるだろう。
　ナショナリズムとはネイションに対する帰属意識や忠誠心を表すが、この「ネイション」とい
う言葉は、福沢諭吉によって「国民」と訳され、韓国に受容されたと言われている。一方、「民族」
という言葉も「ネイション」の訳語であり、梁啓超が受容し、韓国でも広く使われるようになっ
た＊3。そして、国民と民族は、時代や論者によって異なる意味を込めて使用されてきている。
　塩川伸明（2014）は、現代日本語におけるエスニシティ、民族、国民の関係について、国民と
エスニシティは明らかに次元が異なる概念だが、民族はどちらにも近く両義性を持っていると述
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べている。塩川伸明（2014）は、民族は、血統や言語、宗教、生活習慣など何らかの共通性に基
づく仲間意識が広まっている集団、つまりエスニシティを基盤として成り立つのに対し、国民は
エスニシティとは次元を異にしており、ある国家の正統な構成員の総体であると定義している。
一国の中に様々な文化的な背景を持つ人々、集団がある場合は、国民は必ずしもエスニックな同
質性を持つとは限らない。しかし、特定の民族が国家を獲得した場合や、ある国家がその統治下
の国民の間に文化的均質化政策を促進し、それが成功した場合には、国民と民族は重なり合うこ
とになる＊4。このように、民族はエスニシティを基盤として国民と重なりあうことも、国家ない
し政治的な単位を持つべきだと主張されることもあるのだが、必ずしも政治的自己意識や主権性
を持つものではなく、国家のなかの、あるいは国家以前の、同一文化集団を指すことがあるのも
事実である。
　一方、アメリカやフランスでは、多様な文化的背景を持つ人々が、エスニックな差異を超えて
一つの国の市民としての共通性を持つという考え方が主流であり、英語のネイション、フランス
語のナシオンはエスニシティとは峻別され、民族よりも国民の方に近い。これに対し、ドイツや
ロシアのナツィオーン、ナツィーヤはエスニックな意味合いを強く帯びている＊5。
　それでは、民族、国民の意味は、日本語と韓国語で同じであろうか。韓国では、植民地解放後、
歴史教育界において「民族主義歴史教育」が主張され、1949年に制定された教育法の第 2 条では、
「民族文化の継承発展」、「愛国愛族の精神」が教育方針の一つとして挙げられている＊6。また、日
本の大衆文化の流入や日本語教育に対しては、「民族の主体性」に悪影響を及ぼすという観点から
批判の声があがった＊7。従って、「民族」は韓国において特に教育政策上、日本との関係上、重要
な概念であり、日本語の民族と比べて強い政治性を帯びているように感じられる。
　もし、民族、国民の意味あいが日韓で異なるとすれば、どのように異なるのか明らかにするこ
とは、ナショナリズムをめぐる議論を有意義なものにするのに役立つと考えられる。また、民族、
国民という語の受容過程を明らかにすることを通して、それぞれの社会や文化に対する理解も進
むと考えられる。そこで、本稿では、民族と国民という語に焦点を当て、この語が韓国に受容さ
れた開化期にどのような意味を持っていたのか言語学的な手法を用いて分析したい。
２　本稿の目的
　朴賛勝（2010）『韓国概念史叢書5　民族・民族主義』は、民族および民主主義という概念が歴
史的にどのように変わってきたのか分析し記述している。これによると、「民族」という語彙は
1900年ころから韓国に入り、1904年ころから韓半島の住民集団を示す用語として使われるように
なったという。そして、1908年になると「我民族」に対して「檀君と箕子の末裔」であるという
概念規定がなされるようになり、民族は朝鮮の魂を備えた主体、国権回復の主体、新国家建設の
主体とされるようになった。この頃から広く使われるようになった「民族」が、大衆の次元にま
で拡大する契機となったのは、1919年の 3 ・ 1 独立運動である。この時に掲出された独立宣言書、
配布されたちらし、地下新聞では、自決の主体、独立の意思の主体、独立運動の主体として主に
民族という言葉が使われていた。その後、1920年から1930年代には、歴史的経験の共有に基づく
永続的な文化共同体として民族を捉える言説と、民族は人間の資本主義的結合関係であり、資本
主義社会における一時的な現象であるとする社会主義者の言説とが競合するようになった。そし
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て、植民地解放後には、信託統治反対や分断体制反対の文脈で、単一の血統を根拠とした単一民
族論が主張されるようになった。
　一方、「国民」という語は、『朝鮮王朝實録』にも登場し、14世紀には、女真の風習を朝鮮式に
改めさせ、朝鮮人と結婚させて同じ義務と権利を与えて国民にするという記述もあったが、新し
い政治的な概念として本格的に議論されるようになるのは愛国啓蒙運動期である＊8。当時、啓蒙
思想家たちは、国家の存続、発展の核心としての国民精神、一定の権利と義務を持つ主体として
の国民、議会制度の根本を成す選挙権者としての国民などを論じていたが、概して国民は君主に
附属するものと捉える傾向が強かったようである＊9。一方、民族との区別については、1908年 7
月30日の『大韓毎日新報』が、民族は同一の血統、土地、歴史、宗教、言語に基づくが、国民は
それに加えて同一の理解、組織と行動が必要であるとしていた＊10。しかし、1910年に日本の植民
地支配下におかれ国家が失われると、国民という言葉によって韓国人の政治的な主体性を表すこ
とが難しくなったと考えられる。そして、独立宣言書には民族という言葉が多く使われた。植民
地解放後は、政治的主体に対する呼称に混乱が生じるが、右翼勢力が国民という言葉を使い始め、
議論の末、大韓民国の憲法でも人民ではなく国民という言葉を使われることになった＊11。
　このように、これらの研究によって、民族及び国民という語の意味が、受容されてから植民地
解放後までの間に、どのように変化してきたのかが明らかにされている。それを踏まえた上で本
稿では、言語学的な方法を用いて、民族と国民の意味特性を分析する。民族、国民の意味を言語
学的に分析する目的は以下の 2 点である。
（1） コロケーション分析など言語学の手法を用いることによって、思想史研究、概念史研究に役
立つような新たな知見が得られるかどうか探る
（2） 思想史研究、概念史研究に役立つとすれば、どのような点で役立つのか確認し、今後の研究
の方向性を定める
３ 研究の方法
３-１ 対象とする資料
　本研究では、開化期の日本留学生団体が発行した雑誌である『太極学報』を分析の対象とする。
『太極学報』は、朝鮮半島の西北地方（平安道、黄海道、咸鏡道地域）出身の留学生が中心となっ
て1905年 6 月に結成した「太極学会」が発行した機関誌であり＊12、同団体が他の留学生団体と統
合して「大韓興学会」を結成する1909年 1 月までの間に、合計26冊発行されている。本研究では
1906年から1908年までの間に発行された『太極学報』 1 号から26号までに掲載された文章を分析
の対象とする。この時期は、朝鮮半島において民族という言葉が広く使われるようになった時期
と重なり（朴賛勝2010）、1919年の独立運動で大衆に拡散していく前段階にあたるとみなすことが
できる。従って、この時期の民族の意味を明らかにすることは、その後の意味の変容を調査する
ためにも必要である。
　分析の対象となる『太極学報』に執筆しているのは、日本留学生であるため、本研究では、日
本留学生による民族および国民の意味用法を調査することになる。日本留学生は、西洋に起源を
持つ近代的な知識をその語彙とともに韓国に持ち込んだ文化媒介者であり（李漢燮2003）、民族や
国民という語の形成と定着においても重要な役割を果たした（朴賛勝2010）。後に独立運動の中心
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となり、独立宣言書を執筆した崔麟や崔南善も日本留学経験者であり、韓国における民族言説の
生成において重大な役割を果たした人々であると言える。従って、韓国語に民族や国民という語
彙が導入された時期の意味を知る上で、日本留学生のテキストは分析の対象として適切であると
考えられる。
　本来、コロケーション分析によって当該社会における語の共時的な意味を明らかにするには、
大規模コーパスを対象とする必要があるが、本稿は、言語学的な手法を用いることによって、新
たな知見が得られるかどうか確かめる目的を持って行う予備的な調査であるため、『太極学報』に
限定して分析を行うことにした。
３-２ 分析方法
　雑誌『太極学報』に掲載された記事の中から民族及び国民という語を抽出し、以下の観点から
分析を行った。
（1） 民族及び国民の出現頻度を数え、時系列的な変化を見る。また、何を話題とし、どんな内容
を伝える文脈で用いられているかという観点から分類する。
（2） 民族及び国民と文法的関係にある語や句のリストを作成する。具体的には「我民族」、「民族
の不振」のように民族及び国民の前後におかれて意味的に限定－被限定の関係を成している
用例、「民族を覚醒する」のように補語・述語関係にある用例を抽出した。なお「支離した民
族」のように、動詞が修飾節となって民族を修飾する場合は、「民族が支離する」という補語・
述語関係があるとみなした。
（3） 民族と国民の意味用法を比較し、意味の違いを検討する。
　　（1）で民族という語彙が何を話題とし、何を伝える文脈で用いられているのか分析することに
よって、民族及び国民についての暗黙の想定やフレームが明らかになることが期待できる。また、
時系列的な分析を行うことによって、使用状況や意味特性に変化がみられるかどうか確認できる。
（2）では、コロケーション分析で民族及び国民が結びつく語を知ることによって、民族及び国民
の持つ意味の特徴を明らかにすることができると考えられる。コロケーション分析において、対
象とする語を中心としてどこまでを共起関係の範囲として切り取るかは、研究者によって異なり、
それによって分析結果も異なってくるが、本稿では文法関係のある語とのコロケーションを検討
する。これらの結果を踏まえ、（3）では民族と国民の意味用法を比較し、意味の違いを明らかに
する。そして、当時の日本留学生たちが、日本語から導入したこれらの語をどのように解釈して
受容していったのか考察したい。
4　出現頻度
　まず、雑誌『太極学報』における民族及び国民の使用状況を概観するために、それぞれの出現
頻度を数えた。そして、何を話題とし、どのような内容を述べる文脈で用いられているのかとい
う観点から分類を試みた。その結果を表 1 、表 2 に示す。
　表から分かるように、『太極学報』において国家の出現頻度が民族に比べて圧倒的に高い。また、
その内訳を見ると、民族も国民も大韓帝国について述べる文脈における使用頻度が最も高い。こ
れは、大韓帝国の現状や歴史について述べたり、大韓帝国に所属する人々に呼びかけたりする文
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脈のことであり、「我二千万大衆民族の生命になり呼吸になり脳髄になり家屋になる我大韓帝国旗
章（ 3 号）」「太極旗を文風になびかせて東西洋に掲げるのが吾国民の義務である（26号）」のよう
な用例がある。これ以降、（　　）内に『太極学報』の号数を記す。
　表における国家との関係は「一国の盛衰は其国民の健否による（ 1 号）」「国家は一定の主権、
領土、国民を有している（ 6 号）」「国民がその国家を愛する本性はその国家が自己を保護するた
めに存在するものだと確信する（ 3 号）」のように、一般的に国家との関係について述べる文脈の
ことであり、国民に関しては、単に国家の構成員というだけではなく、国家の運命を決定づける
存在であり、国家の統治・保護の対象となる一方で、国家を愛し、尽くすという内容が述べられ
ている。一方、民族に関しては、「一定の土地があり、数多くの民族があってもこれを統治する主
権者がなければ国家ではない（ 1 号）」「一国内に多数の民族が集合して共同生活を営む（ 1 号）」
のように、民族イコール国家ではないことが述べられている一方で、「国家国体を組成維持する民
族はその国が持つ國魂を持っている（ 5 号）」のように、民族が国家の構成員であることも述べら
れている。
　諸制度は一般的に統治機構、政治制度、憲法、教育、度量衡、税制、警察など近代国家の諸制
度について述べる文脈のことである。この文脈では民族はほとんど用いられていないが、国民は「専
制政治下の国民が政府に依存することを望む（13号）」「健全な国民を養成する道は教育にある（21
号）」「警察は国民と間隔がないので直接相通ずる（ 4 号）」のように多くの用例がある。国家の諸
制度の対象や担い手は民族ではなく国民であると認識されていたと考えられる。
　他国・他地域は、他国、他地域の現状や歴史について述べる文脈であり、「インドは二億万の国
民の団体がある（ 5 号）」「スペインがイベリア半島を併合し、ムーア民族と闘争を起こしている
時（ 3 号）」のように、国民、民族とも多くの用例があった。
　一方、「飢饉戦乱時の疫などの流行によって国民の消費力が減殺される例もある（ 3 号）」のよ
うに経済について述べる文脈では国民のみが使用されており、「自然民族は言語と身態を手段とし
て内部の感情と思想を発表する（18号）」のように国家を前提としない集団に関しては民族が使用
されていた。
29 6
3
94 103
35 128
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　号数別に使用頻度の推移を見ると、特に17号（1908年 1 月発行）以降、民族の使用頻度が高まり、
国民を凌ぐようになっている。16号から20号で国家を前提としない集団について述べる文脈での
使用頻度が39と特出しているが、これは、「世界文明史　非文明的人類」という特定の論稿で、原
始的民族、歴史的民族、自然民族、人文民族という分類が示され、その特徴について説明されて
いるためである。これを除けば、特に、民族の使用頻度は、他国・他地域並びに大韓帝国につい
て述べる文脈、国家との関係について述べる文脈で増加している。
　国家と民族の関係については、1908年以降、「国家が覆敗する日には民族の滅亡に至り（23号）」
「国を知り、国を愛する民族がいる国なら国権がある（24号）」のように、国民と同様に国家と運
命を共にする関係であることが示されるようになっていた。また、大韓帝国について、「4千餘年
の麗しい歴史を持つ我大韓民族が今日、苦痛の酷い暗黒の中に陥っている（25号）」のように日本
の支配下に置かれている状況を嘆きながら、「もし外人にこの地を犯されたら生命を犠牲にしても
固守し一歩も退くことができないことが大韓民族の義務だ（21号）」とその打開を民族に求めるよ
うな主張が目立つようになっていた。1906年2月に韓国総督府が置かれて以降、法律の制定などを
通して日本による韓国支配が進み、国民が統治や政治制度の主体としての地位を失っていくのに
伴って、民族に対する注目が高まったと見ることができる。
５　コロケーション分析
　次に、民族、国民と直接修飾関係にある語と文法的関係にある動詞の分析を行う。
５-１　直接修飾関係にある語
　民族、国民と修飾関係を成す語を、前置されるものと後置されるものとに分け、意味的な特徴
に基づいて分類し、リスト化したものを表３と表４に示す。この際、「～の中で」「～に対して」
といった助詞的複合辞は除いた。（　）内の数字は出現頻度を表し、数字がないものは 1 回だけ出
現したことを表す。
表3．前置修飾
民族 国民
①指示詞
この、その（2）、かの、これら、どんな
②数量を表す語
二、三百の、数多く、多数、多、衆多の、一
群の
③特定の民族を指す語
東洋（2）、高句麗、ムーア、ギリシャラテン、
ラテン、アングロサクソン、ペルシャ、（インド）
①指示詞
その（17）、これら
②数量を表す語
多数の（3）、大多数の、一（2）、一個、衆多の、
全（2）、二億万の、5万人以上の、萬
③特定の国民を指す語
普国（2）、英・英国（5）、普仏、フランス、
スイス、オーストリア・ハンガリー国、スペ
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　民族も国民も一定の範囲を持つ人間の集団という意味を持つことは共通しているが、民族はそ
の範囲が国家そのものではなく、国家内の小集団であることも国家を超えた集団であることもあ
ると認識されていたことが、「東洋民族」、「バルカン半島の民族」、「遊牧民族」などのコロケーシ
ョンから確認できる。国民は国家の存在を前提としているが、民族は特定の地域の住人であるこ
とや生活様式の共通性を前提としていることもある。
　韓半島の住民を表す用語としては、国民、民族ともに使用されており、我、大韓、 2 千万のと
いった語と修飾関係が見られる。しかし、 4 千万年、神聖といった語と修飾関係が見られたのは
民族のみであった。
　一方、国民を修飾する語のうち、「大」「新」「健全な」「善良な」といった肯定的なニュアンス
を持つ語は、民族とは共起していない。この結果から、国民は民族に比べて肯定的な意味特性を
持っていたと推測できる。また、「独立」は国民とは頻繁に共起するが、民族とは共起しないこと
から、当時、独立の主体は国民であると認識されていたと考えられる。
　さらに、「一般」は国民と最も頻繁に共起する語であり、「少年」は国民とのみ共起していた。「少
年国民」は国民のうち年少の人々を指すと考えられるが、民族は集団そのものとしてのイメージ
が強いのに対して、国民は発展段階などに応じた下位グループに分解できるものとして捉えられ
ていたのではないだろうか。
アーリア（8）、イスラエル、トラン、タイ、
ツングース、マレー、タジク、タミル、スキ
タイ、フーヒン、ニシチタス、波斬、支那（4）、
清、ナイル河畔、バルカン半島、外来、世界、
他（4）、其国、自分の、自国、諸（3）
④韓半島の住民を表す語
我（10）、我 韓（12）、我国（3）、大 韓（4）、
韓（4）、韓国、我大韓、朝鮮、コリアン、我
二千万大衆、二千万同胞、二千万神聖、二千
萬（8）、四千餘年文明礼儀、神聖（3）
⑤種別を示す語
原始的、歴史的（2）、自然（19）、人文（6）、
遊牧（3）、牧畜（3）、下層
⑥その他
一般（2）、全国（2）、特別な、実際的、土着の、
不審な、野蛮な、自由、大奮発（4）、亡国、
無国性的、今日以降の
イン（4）、支那、他（3）、他国、列国、某（2）、
両国、文明、文明国
④韓半島の住民を表す語
我（38）、我韓（7）、我国（5）、大韓（2）、韓
国・大韓帝国・韓国巳(5)、我大韓、我邦、朝鮮、
二千万の（2）、青丘二千万の、吾輩、全国(3)
⑤状態を表す語
大（7）、一大、新（3）、健全な（7）、有望な、
善良な（2）、偉大な、忠実な、先進、進歩、堂々
とした、完全な（2）、愛国的（2）、上品な、
独立（25）、自由、被保護、亡国、開化低度の、
適切な、不完全な、無気力無精神の、幼稚な、
半死的、信用経済時代にある、圧制、専制
⑥その他
一般（26）、第二（2）、将来の、現時の、少年
（12）、宇内、国家
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表4．後置修飾
民族 国民
①人間の部位、機能
頭脳、呼吸、生命
②心理的作用
精神（3）、自由精神、時代精神、思想、自由
思想、信仰、神教科学哲学、現世主義
③政治的な主体であることを表す
的交際、理想的外交、内政、政治的活動、的
活動、国性的教育、的自治制度（3）、建国問題、
的時代、主義（3）、帝国主義、的建設主義、
諸国
④状態
幸福、福楽、安定福楽、安寧秩序、惨状、不盛、
程度（2）、生死、生存滅亡（2）、滅亡、消長（2）、
繁殖、勃興、進化（2）
⑤共通の特徴
歌謡、人文（2）、源、性質（2）
⑥構成要素
一分子、一部分、集団、同胞（2）、蟊族
⑦その他
勢力、神聖、自由、義務、混合、実行、展覧会、
生活、範囲、社会（2）、的関係
①人間の部位
脳裏（2）、脳髄（3）、脳髄裡、脳・頭脳（3）、
耳たぶ、身体、体格、体面
②心理的作用
精神・大精神・精神頭脳（21）、的精神（11）、
自国精神、自強精神、的意識、魂、愛国心、
義勇心、独立心、思想（7）、独立思想、農業
思想、衛生思想、思想感情（2）、志節、企業
心（2）、怒り、理想、心的生活、元気（3）
③権利・義務・資格
福利、利害（2）、権威、義務（17）、的義務（2）、
義務思想、職分（2）、両分、資格（5）、的人格、
的教師、的道徳（2）、的行動（2）、規範、精枠、
標準
④状態
安心、幸福（2）、不幸、自由、健康（2）、健
否（2）、個人状態、程度、安危、不振、腐敗、
未開、開化（3）、進歩（2）
⑤共通の特徴
性格（4）、性質（2）、特質（3）、弱点、編僻、
習慣（3）、習俗、道徳
⑥構成要素
母（3）、子女、子弟（2）、兵、一分子（3）、個々
人、個々、最（上）高位（2）、敵、先導者、
先覚者、一部、一階級、一地方、階級、上下、
大多数、全体（10）、団体（2）
⑦力
奮発力、元力、全力、感化力、剽悍勇敢
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　民族、国民の後に続いて修飾関係を成す語を見ていくと、どちらも人間の集団であるから当然
ではあるが、脳、精神、思想といった人間の機能を持ち、幸福、不振の状態にあるというように、
人間をメタファーとした表現が多く見られる。しかし、生死や滅亡といった語は民族とのみ共起
していることから、民族は亡びる可能性があると認識されていたと推測される。
　一方、民族は「内政」「政治的活動」「建国問題」といった語と修飾関係を成すことから、政治
的な主体としても認識されていたと言える。しかし、「教育」「義務」は、国民とは頻繁に共起す
るが、民族とはほとんど共起せず、知識に関する用語、経済に関する用語、「資格」という語は民
族とは共起しない。近代的な教育制度や国家に対する義務の対象、経済的な活動の主体は国民で
あると見なさられていたことが、コロケーション分析からも確認できる。国民は教育を受けて知
識を獲得し、国家に対する義務を負い、経済活動をするという意味特性を持っていたのではない
だろうか。また、国民になるための「資格」があったことも推測できる。
⑧教育に関わる語
教育（25）、教育論、教育費、教育主義、学校、
体育
⑨知識
知識・智知己（9）、理科的知識、学識、常識（4）、
才徳
⑩国民を主語または対象とする動詞
覚悟、同意、反対、信頼、要求、決心（2）、
自主独行、行為、団結、團合、共同、憤発、
誤謬、（個人）生活（4）、発達（2）、培養、養
成（4）、啓発、的屹立
⑪経済に関する語
利益（2）、消費、鶏卵消費量、消費力、生産力、
資本、経済、産業、経済説、私営、営業行為、
企業
⑫その他
富強、会議、団体、社会（3）、人口、将来、
前途、目的、希望（2）、最難関、患難、現時、
敵、大敵
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５- ２　直接文法関係にある動詞
　国民、民族と直接文法関係にある動詞のリストを表 5 に示す。
表5．文法関係にある動詞
民族 国民
①ガ格を伴う
（母国を）作る、（国家国体を）組成維持する、
愛する（2）、築く、経営する（2）、（共同生活
を）営む、実行する（2）、交際する（2）、発
揮する、活動雄飛する、演じる、鼓動する、
刷新する、喚起する、結合する、造出する、
利用する、達成する、掌握する、心を一つに
して力を合わせる、声をそろえて応じる、（大）
奮発する（6）、唱する、共にする、発表する、
図る、集合する、占拠する、團會する、鍛える、
出生する、血著する、知る（2）、明らかにする、
享受する（2）、有する（10）、特有する、共有
する（2）、付託する、継承する、優越する、
位置を占める、向かう（2）、住む（3）、移住
する、転居する、安楽する、直面する、拭う、
怒る、招く、脱する、脱却する、擯斥する、
捨てる、長歩を踏む、成す（3）、陥る（3）、
落ちる、残る（2）、疲労沈静する、守旧不変
である、傷つく、枯れる、腐敗する、滅亡する、
滅びる（2）、失う（2）、失責する、免れる、
支離する、縮小する、餌食になる、至る
②ニ格を伴う
なる（6）、求める、至る
③ヲ格を伴う
残滅する、救う、覚醒する、結合する、有する、
征服する、創造する
①ガ格を伴う
総攬する（3）、（国家を）建設する（2）、独立
する（2）、（憲法を）制定する、（国家を）組
織する、自由活動する、修身斉家する、忠君
する、行う、行使する、担う、尽くす（2）、
鮮血を流す、愛する（2）、愛好する、知る（2）、
認識する（2）、先覚する、警醒する、失う（2）、
失格する、有する（2）、存在する、腐敗する（2）、
暖目自酔する、怠る、陥る（2）、居住する（2）、
営む（2）、活動する、生まれる、食べる、言う、
受ける（2）、得る、習得する、作成する、養
成する、涵養する、成す、抱く（2）、直面す
る（2）、崇拝する、尊称する、尊ぶ、仰ぎ見る、
現す、開発する、発達する、実を挙げる、進
化する、進める、勃興する、達する、用いる、
利用する、保存する、保全する、熱狂する、
貫く、唱える、声をあげる、掲げる、共同する、
協力賛成する、参加する、争う、競争する、
反対する、攻撃する、追放する、逐出する、
掣肘圧倒する、排除掃蕩する、全うする、備
える、頼る、やめる、出る、蹂躙する、相続
する、追悼する、安堵する、扶持誘掖する、
研究する、信頼する、流弊する、流離する、
馴成する、抜け出す、服従する、浴びる、団
結する
②ニ格を伴う
なる（18）、教授する（4）、ある（3）、演説す
る、奨励する（2）、注入する、表示する、紹
介する、与える、付与する、見せる、公布する、
普及する、施行する、（泣いて）訴える（2）、
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　国民も民族も「（国を）作る、建設する」「（国家を）組成する、組織する」といった動詞文を作
ることから、国家建設の主体と見なされていたことが確認できる。しかし、「総攬する」「行使する」
「制定する」といった動詞は国民とのみ共起することから、民族は国家権力の担い手としては見な
されていなかった可能性がある。また、「国民になる」、「国民を養成する」といった表現が頻繁に
出現することから、国民はこれから新しく作られるものとして強く認識されていたと推測できる。
５-３　民族と国民の差異
　出現頻度の分析、コロケーション分析の結果から、見えてきた民族と国民の意味特性を整理す
ると下記のとおりである。
　まず、国民は国家を前提とし、国家の構成員であると同時に国家の運命を左右する。国家の独
立を担うのは、国民である。また、国民は、国家権力及び近代的な制度の対象ないしは担い手で
あり、教育を受け義務を負う主体として認識されている。国民は近代国家の制度を通して新しく
創出される肯定的なイメージを持った個人、ないしは集団である。
　これに対して、民族は必ずしも国家を前提とするのではなく、国家内にも国家を超えても存在し、
特定の地域に居住していることや生活様式などの共通性に基づく集団であり、共通の歴史やルー
ツ、宗教といったエスニックな要素を帯びていると言える。また、民族は国家権力や近代的な制
度の担い手からは距離があるが、国民と同様に国家建設の主体となりうる集団である。
　時系列的に見ていくと、1907年以降、民族の使用頻度が増加し、特に大韓帝国について述べる
文脈や国家と民族との関係について述べる文脈において使用されるようになっていた。そして、「民
族が怒れば国が興る（22号）」「不振の民族を覚醒し、百敗不挫の勇気を頭脳に注入し、世界列国
を征服して第一の強国になる（ 7 号）」「この手段（政治的活動）を民族に求める（14号）」のよう
に、民族を国家の運命を決定づける政治的な主体として捉え、民族に人々の意識を結集させて、
日本による政治的な支配を打開しようとするような内容も見られた。1906年から1908年という時
期は、韓国統監府が置かれ、日本による支配が深まる時期であるが、そうした状況の変化に応じて、
民族の意味特性もより政治性を帯びたものに変化していった可能性があるのではないだろうか。
6　考察と今後の課題
　本稿では、コロケーション分析とテキストの内容分析によって、開化期の韓国における民族と
忠告する、報いる
③ヲ格を伴う
指導する（3）、養成する（11）、養護する、教
育する、受け入れる、支配する、統治する、
有する（2）、警醒する（2）、覚ます、救う、
動かす、組み合わせる、成す、保護する（2）、
有する（3）、模範とする
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国民の意味特性を明らかにした。得られた結果は、概念史研究などの成果を追認するものであった。
しかし、それに付け加えられることがあるとしたら、1906年から1908年までの韓国において、「国
民」は国家権力及び近代的な制度の対象であると同時に担い手であり、国家に対して義務を負い、
近代的な制度を通して新しく作られる肯定的なニュアンスを帯びた存在であったということであ
る。教育などの近代的な制度の対象となり、新たに創出されるという点で、民族とは区別されて
いたと考えられる。また、当時は、独立の主体は民族ではなく国民であると捉えられていた。一方、
「民族」は、日本の支配が進むのに伴って注目されるようになり、国民に変わって国権を取り戻し、
国家を建設する主体として捉えられるようになったことが示唆された。「民族」の意味特性が、社
会の変動に伴って変わった可能性がある。このように類義語が持つニュアンスの違いや意味特性
の変容を明らかにする点で、コロケーション分析をはじめとする言語学的な分析は貢献できるの
ではないだろうか。
　次に、このような韓国における国民、民族の意味用法を、先行研究に基づいて日本における国民、
民族の意味用法と比較しながら、考察を深めたい。
　安田浩（1992）によると、明治の前半期においては「民族」という言葉はほとんど使用されて
おらず、ネイションの翻訳語としては「国民」が常用されるようになったという。その際、福沢
諭吉が『学問のすゝめ』で「日本には唯政府ありて未だ国民あらず」と述べたように、知識人た
ちは「国民」は存在するものではなく、これから形成すべきものとして捉えていた。また、国民は、
国家にとって有用とされた規範を積極的に担うべき存在と考えられていたという。このような国
民の意味は、『太極学報』における国民の意味と一致する。
　一方、穂積八束は『国民教育と愛国心』（1897年）において皇室を国民の宗家とし、井上哲次郎
は同じ系統を引き継ぐ同一の習慣、歴史などを持っているものを国民と定義していた＊13。19世紀
末の日本では、エスニシティの要素を帯びた国民概念もあったということである。しかし、この
ような国民の意味特性は『太極学報』では見られなかった。『太極学報』において国民は、エスニ
シティとは距離を置いた概念であったと考えられる。
　安田浩（1992）によると、「民族」という言葉が使われ始めるのは1890年代前後からであり、そ
の使用が広がる契機となったのは雑誌『日本人』、新聞『日本』である。これらの媒体は、欧化主
義を批判し、国民的統一の基準を伝統、歴史、文化に求め、伝統を継続して歴史を担ってきた主
体として「民族」を打ち出していた。また、穂積八束は、1892年の『家制及国体』において、皇
室を先祖とする血族的集団としての「民族」観念を提示し、1910年の『憲法提要』においては、
民族を国家の基盤としている。穂積八束のような先祖を同じくする血族的集団としての民族は、『太
極学報』にも「檀君の血統を継承した（14号）」という表現で現れていた。また、「 4 千餘年の麗
しい歴史を持つ我大韓民族（25号）」という表現もあることから、日本と同様に民族は国民よりも
エスニシティに結びついた概念であったと言える。また、特に1907年以降、民族は、政治的な活
動の主体となり国家の運命を左右するものとして捉えられるようになっていった。しかし、『太極
学報』において、国家権力や国家の制度の担い手ないし対象は国民であり、エスニックな同一性
を持つ民族を根拠として、既存の政権を正当化するようなロジックは見られなかった。この点に
おいて、韓国の「民族」は、皇室と血統を同じくする民族の存在を根拠として、天皇主君を正当
化する穂積の民族観念とは一線を画していたと考えられる。
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　1900年代前半、日本は独立国家として内外に認められていたのに対し、韓国は日本によって独
立国家としての地位を奪われかけていた。その中で、日本留学生がめざしていたのは、国際社会
でも認められるような近代国家の建設であり、伝統的な王室への回帰ではなかった。近代国家を
確立するためには、国民は必要不可欠であり、だからこそ、『太極学報』において政治的な自己意
識を持った国民の創出が声高に叫ばれていたのではないだろうか。
　しかし、1905年、大韓帝国は外交権を失い、1906年 2 月に朝鮮統監府が置かれると、行政、教
育をはじめとする諸制度も統監府の影響下に置かれるようになった。これは、主体的に国民を創
出することが難しくなったことを意味する。そして、国民を主体とした国家建設、独立回復をめ
ざすことが難しくなるに従って、国家の運命を決定づける主体として民族の重要性が高まったと
考えられる。ここでの民族は日本と同様に同一の歴史、言語、血統を持つエスニックな集団では
あるものの、君権の回復をめざすのではなく、近代国家を建設し、その諸制度を担う主体であっ
たと考えられる。
　このように、日本による韓国支配が強まるにつれて、国民が存在しがたくなり、「今日我韓は国
政が去り、残っているのは民族だ（14号）」というように、国権回復の主体として民族が注目され
るようになってきたと考えられる。これに鑑みれば、その後、民族が国民に変わって独立の主体
となり1919年の独立宣言書に至ったのは自然の流れのように思われる。また、民族はもともとエ
スニシティを基盤としていたが故に、植民地解放後の国家建設及び国民創設において、エスニッ
クな共通性が重視されたのではないかと考えられる。
　このような韓国における国民と民族の重なりは、日本による政治的支配を受ける過程で形成さ
れてきたのではないだろうか。独立宣言発表に至るまでの日本留学生による民族及び国民の意味
用法の変遷を明らかにすること、そして、現代にいたるまでの意味特性の変化を明らかにするこ
とは今後の課題としたい。
　また、先行研究を用いた日本語の民族、国民との粗雑な比較の結果、日本語と韓国語とでは意
味用法に異なりがあることが示唆された。このような日本語と韓国語との民族、国民が内包する
意味の違いについての確認作業も今後の課題である。
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